
雪氷防災実験誦を使って
こんな研究をしましだ
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雪氷災害は、なにも雪国だけに起こ

るとは限りません。平成10年 1月8日 ・
9日 には、首都圏で電車のパンタグラ

フに着雪が起こったために、130万人の

足に影響が出ました。 一 方、海外では
ヨー ロッパアルプス地方で多数のなだ
れによる被害が発生し、 軍隊まで出動
する大きな災害となりました。 さらに

比較的温暖な米国西海岸でも凍雨 や着

雪による送電線、通信線の切断事故が

数多く起こっています。

昨年から今年にかけての冬は、 北日

本では長期予報の通り多雪でしたが、
その他の地域では少雪で した。暖冬少

雪のときは雪氷災害も減少する傾向に

ありますが、 全く別のタイプの災害が

起こることがあります。 スラッシュな

だれという変わ りものがこれです。

高速 道路網が発達して交通は便利に
なりましたが、 いったん吹雪が発生し
て視界が悪くなると、 車の速度を落と

さなければならなくなり、 ときには大

きな追突事故になります。 また、住宅

の構造が変わったり、 住民が高齢にな

ったりして、 屋根の雪下ろしで人命に

かかわる事故が増えています。

平成8年 度に「雪氷防災実験棟」と
いう新しい施設が新庄雪 氷防災研究支
所に完成しました （防災科研ニュー ス
1998年春号参照）。この施設を使うと、

夏でも雪を降らせたり吹雪を起こした

りすることができます。 主にこの施設

を用いた、雪氷防災の研究のいくつ か

を紹介します。

l ．雪に強いパンタグラフ
パンタグラフの着雪が原因で電車の

ダイヤが大混乱しました。そこで、J R

東日本では改良したパンタグラフをい

くつか開発しました。 しかし、実際に

テストしてみなければ、 どれが一 番優

れているか判断できません。そのため、
いつでも雪を降らせられる雪氷防災実
験棟で試験が行われました。この結果、

改良点がいくつか見つかり 、 雪に強い

パンタグラフの開発が可能になったの
です。

2 ．スラ ッシュなだれの発生原因
スラッシュなだれは水をたっぷり含

パンタグラフの着雪実験 ゜






